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国際農業機械化研究会は，㈱新農林社と共催で，第 460 回海外農機事情報告会を平成 25
年１月 18日（金）に開催した。講師は，国際農業機械化研究会理事長（㈱新農林社　代表取
締役社長）　岸田義典。岸田氏は，2012 年 11 月７日～ 11 日にかけてイタリアのボローニャ
で開かれた「EIMA」を視察。その視察の模様を映像と共に報告した。
要旨は以下の通りである。

EIMA視察

国際農機機械化研究会理事
（㈱新農林社　代表取締役社長）

岸田義典

EIMA について
昨年11月７～11日の５日間にイタリアのボロー

ニャで開かれた EIMAについてお話します。
UNACOMA（イタリア農業機械工業会）主催の

EIMAは，国際的な農業機械展示会で，少し前まで
は毎年開かれていました。同じく，秋にドイツでア
グリテクニカという大きな展示会があり，こちらは
以前から二年に一回の開催でした。それが，EIMA
と同時期に行われるので，メーカーの展示経費の件
もあり，アグリテクニカと EIMA を交互に開催す
る年は EIMAを開催しないというルールが設けら
れました。よって，昨年は EIMAが行われ，今年は，
ドイツでアグリテクニカが開催されます。
春にも同じようなことがあり，フランスのパリで

開催される SIMA という農業展示会とイタリアの
ベローナで開催される国際農業博覧会が，隔年で交
互にやることになりました。
今年は春に SIMA があり，秋にはアグリテクニ

カがあります。来年は春にベローナ博覧会があって，
秋に EIMA があります。ヨーロッパの農業展示会
では，この４つが大きな展示会です。
少しローカルになりますが，国際農業展示会とし

て FIMAがスペインのサラゴサで４月にあります。
東ヨーロッパでは，ロシアのモスクワで，10 月の

ゴールデンオータム（黄金の秋）という週間に，農
業機械の展示会を開催しています。
ビジネス分野での参加者 22%増（UNACOMA調
べ／対 2010 年）
会場総面積 27 万㎡，総展示面積 14 万㎡の会場

で開催されました。膨大な面積で，5日あっても全
部まわるのは至難の業でした。同時期にボローニャ
クラブという会議が毎年あります。世界中の農業機
械のエキスパートが集まって様々なテーマをもとに
ディスカッションする会議です。私もボローニャク
ラブのMC（マネージメントコミッティ）のメンバー
で，ボローニャクラブのMC会議，本会議などに
出ています。それに 2日取られてしまい，実際に
展示会を見られたのは 3日半くらいです。やはり，
時間が足りませんでした。受賞製品も実際に見られ
なかったものもあります。
総出展社数は 1,750 社。イタリアから 1,192 社，

その他海外からは 40ヵ国 558 社の参加がありまし
た。新興国からも活発な参加が見られ，中国は 83
社，トルコが 82社，インドが 26社でした。また，
近隣ヨーロッパでは，ドイツが 57 社，スペインが
55 社，続いてフランスから 47 社の参加がありま
した。参加企業としてはコンポーネント・パーツ部
門が最も多く，500 社の企業が参加しました。車軸，


